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学校教育は情報社会と真剣に向き合ってほしい
園田学園女子大学国際文化学部教授

山本恒

1. はじめに
ケータイ社会におけるインターネット利用に端

を発したと思われる，特に若者の不幸な出来事が

クローズアップされているが，ケータイを持たせな

ければ，そのような出来事がなくなるのであろう

か，と考えると決してそうではないように思える。

原因には，限られた狭い範囲の未成熟な人間関

係，いじめ，暴言，自己コントロールができない

など，日常生活において情報社会以前の様々な問

題が解決できていない現状があるのではないだろ

うか。また，情報コミュニケーション力の欠如，

情報技術に対する無知も大きな原因になっている

と思われる。

これらのことを棚にあげてしまって，騒ぎ立て

ないで，冷静に原因を考えないと，根本的な解決

にならないのではと思う。またマスコミの短絡

的・センセーショナルな報道も気になる。

インターネットに接続するということは「道を

歩いているのと同じ」と述べている人もいるが，

まさに，あらゆるところに危険や落とし穴がある

のはどの社会でも同じである。

ケータイは人間個々にネットワークが接続され

た画期的な情報メディアである。人間生活を豊か

にする道具として大いに期待されるべきである

し，光の部分はきわめて大きい。

以下，大きな問題であり，簡単に論じることは

出来ないが，話題を提供するということで，高校

生と高等学校の先生に焦点を当てて，私自身の意

見を未整理ではあるが述べる。

2. ポケベル文化からケータイ文化
今のケータイを論じるときに，女子高生の間で

ブームとなったポケベル文化とでも言うべきもの

を無視できない。ポケベルは 1968年に会社から

の営業マンの呼び出し専用の道具として開発さ

れ，ポケベルがなると営業マンは出先から公衆電

話で会社に連絡を入れて指示を受けた。1987年

頃には数値表示機能が付き，連絡先の電話番号を

表示できるようになった。この数値表示機能を，

数値を用いた語呂合わせや仲間同士の暗号などを

用いて，女子高生が自分たちのコミュニケーショ

ンの道具として使いだした。1994年頃には数値

表示機能に代わって 12文字までの文字を表示で

きるようになり，「ポケベル片手に公衆電話にか

じりつく」という社会現象にまでなった。電話機

のテンキーを使って文字を入力するポケベル入力

という方式もこの当時に生まれたものである。

ポケベルは本来情報を受け取るための一方向性

の道具であるが，公衆電話と組み合わせることで

ポケベルに対して情報を発信でき，時間差はある

ものの双方向のコミュニケーションが可能とな

る。このポケベルと公衆電話を組み合わせた双方

向の 12文字までの文字によるコミュニケーショ

ンは，若者によって誕生した文化であった。また，

家庭に帰っても友人と繋がっていたいという気持

ちから，意味のない夜の長電話で家族を困らせた

のもこの当時である。

携帯電話の登場で，若者のポケベルによるコミ

ュニケーションは終焉をむかえ，音声によるコミ

ュニケーションが可能になった。にもかかわらず，

「携帯電話」としてではなく「ケータイ」と表現した

ほうが適切と思われるポケベル文化を引き継ぎ，

メールを中心とした文字コミュニケーションがお

こなわれている。ポケベルと携帯メールは，一方

向で，距離感があり，束縛性がない点で類似して

いる。音声による電話は，双方向性があり距離感

がなく便利だと思われるが，束縛性が強く経費的

な面もあって日常的に利用されていない理由のよ

うである。若者は一定の距離を置いた束縛性のな

い気軽な短い文字コミュニケーションを好むよう

である。1)

3. ケータイ小説の文の長さ
ケータイ小説がブームになり，150万部を突破
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するベストセラーまで誕生している。書き手は高

校生の年代である。ケータイ小説の特徴を文の長

さという部分に視点を当てて分析してみる。

文学史上の作家の作品である『坊ちゃん』『人間

失格』『杜子春』と，第 130回の芥川賞受賞作品で

ある若い作家の，綿矢りさの『蹴りたい背中』と金

原ひとみの『蛇にピアス』（受賞当時それぞれ19歳，

20歳）について文の長さなどを比較してみると，

若い作家の方が文の長さが短く，品詞の出現頻度

では，記号「“，～，『』，・」などや接続詞の「でも」，

感動詞の「ごめん，あー，えー」などが，文学史上

の作品と比べて若い作家の作品に多くみられ，話

し言葉に近いことがわかった。2)

表1は，文学史上の作家で，比較的短い文とい

われている『坊ちゃん』と，若い作家の2人の作品，

ケータイ小説の『赤い糸』『恋空』について，文の長

さの割合の分布を210字未満まで表したものであ

る。ケータイ小説は若い作家の作品よりさらに極

端に短い文で構成されていることがわかる。

また，書き方も原稿用紙に正確に文字を埋めて

いくという手法ではなく，詩のような自由な書き

方で会話を中心に構成されている。従来の紙メデ

ィアでは紙面の制限があり，一回分の投稿が原稿

用紙に何文字と定められていたが，Web上では，

このような発想がなく，スペースを取ったり行を

自由に空けたりして，書き手の気持ちをそれらで

表現している。

もちろん，ケータイ画面のサイズの影響もある

であろうが，必ずしもそのために文が短いという

結論にはならないと考える。小説にまで，日常会

話的短文の影響があることは無視できない現実に

なっている。

4. 若者の短文によるコミュニケーション
手紙などにはある一定の様式があり，丁寧な文

章を書くのが一般的であったが，ポケベル・ケー

タイの登場以降，すでに述べたように日常生活で

の会話に近い短い言葉でのコミュニケーションが

メディアを通じて行われだした。

極端な例であるが，私はある学生から「先生，

今ひま？」というメールをもらったことがある。

どのように返事をしていいか迷ったが，私も調子

を合わせて「ひま」とだけ返信した。そうすると，

続いて，卒論で相談したいことがあるので今から

大学に行くというメールが返ってきた。私が暇で

なかったら，続けて書く本文は必要がないので，

この学生のメールは合理的で対面型の会話そのも

のだと感心したことがある。

ただし，対面ではないので私が「今忙しい」とメ

ールを返していたらどんな展開になったか気にな

っている。やはり，「今ひま？」だけでなく理由も

添えてくれた方が，緊急度を考えることもでき，

仮にすぐ時間が取れなくても，私のスケジュール

に入れておくことができるのにと思う。

このような短い言葉のやり取りという現象は，

インターネットの持つ双方向性からきたもので，

日本語文化が乱れたとは一概に言い切れないのか

もしれない。逆にメディアに応じた新しい使い方

（文化）なのかも知れない。ただ，対面のコミュニ

表1 文の長さの分布（単位％）

28.138.026.814.8010未満
37.27
19.56

赤い糸
蛇に
ピアス

蹴りた
い背中

坊ちゃん 恋空

40.2928.8717.9021.5620未満
24.7523.9730.1122.8623.2030未満
11.546.4317.8017.8417.7540未満
4.411.027.8513.7412.4250未満
1.520.144.299.187.3460未満
0.520.031.475.144.2670未満
0.260.000.733.182.4680未満
0.090.000.341.672.3490未満
0.030.000.170.690.98100未満
0.030.000.000.231.07110未満
0.010.000.230.350.45120未満
0.000.000.060.120.16130未満
0.000.000.000.120.33140未満
0.020.000.000.060.08150未満
0.000.000.000.120.08160未満
0.000.000.000.000.12170未満
0.000.000.000.000.08 180未満
0.000.000.000.000.08190未満
0.000.000.060.000.08200未満
0.000.000.000.000.37210未満

20.00
字

15.90
字

26.40
字

34.90
字

36.10
字

文の平均
文字数

2.470.167.3520.8520.24
50文字以上
の文の割合
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ケーションでないがゆえにコミュニケーション不

足になりがちで意思の疎通が十分できないと思わ

れる。

また，短縮語が乱用され，「あけましておめで

とうございます」が「あけおめ」になってしまう。

これがメール上ならまだしも，日常の会話のなか

で使われるのが気になる。さらに，「死ね」「馬鹿」

「きもい」など，今まででは他人に対して，直接使

わなかった言葉が日常化している。

以上のように，若者は，強く束縛されないで日

常会話を継続できる，双方向の道具としてケータ

イを使っている。これも新しい文化なのかも知れ

ないが，幼児化しているようにも思えるし，言葉

が短すぎて真意が伝わらず，誤解などを生む可能

性があったり，相手に不快感や恐怖を与えたりと，

危惧するところが多い。

また，一つのまとまった文を書く機会が少なく

なり，その能力が退化してきていることも気にな

る。プレゼンテーションのソフトは使えても，コ

ンピュータ以前の論理的に思いを伝える表現力・

言語力が欠けているように思える。

5. 同質的で密接な関係のある仲間
若者の多くは，様々な人とコミュニケーション

をとることが苦手で，限られた日常での同質的で

密接な関係のある仲間同士でのコミュニケーショ

ンしか出来ない。ケータイはこれをさらに助長し

ている可能性がある。従来であれば，夕方になり

学校生活が終われば，学校でのグループからは解

放されたのに，ケータイがあるために 24時間そ

の仲間との付き合いは継続してしまう。そのため，

時間的にも距離的にも親密にならざるを得ず，特

殊な集団になってしまい，逃げ出すこともできな

くなってしまう。レスを返さなかったり距離を置

こうとしたりすると，仲がよかったもの同士でも

あっという間に仲間はずれやいじめに発展してし

まう可能性を持っている。

さらにネット上において，知らない人同士であ

っても，居心地がよく密接な関係ができてしまう

と，冷静に判断したりできずにそのグループや個

人に陶酔してしまう危険性も持っている。

今の若者は，家族とのコミュニケーションがう

まくできてなかったり，学校以外の様々な実在す

る集団，例えば，地域の年齢を超えた集団などに

属する機会が少なかったりして，実は仲間内以外

の人とのコミュニケーションがうまくできず孤独

であるのかもしれない。

6. インターネットの世界
インターネット社会は匿名性の社会である。仮

に実名であっても，そうかどうかもわからない。

匿名による言葉の暴力，なりすまし，複数のハン

ドル名など問題が多い。しかし反面，内部告発や，

匿名ゆえの真実など，意外と真実が述べられてい

ることもあると考えている。

しかし，私は，ネット社会で生きていくには匿

名であっても責任あるハンドル名をもち，ネット

上で認められる人格を持つようになることが，ネ

ット人間の将来の姿であると考えている。昔の

RS-232Cによるパソコン通信時代のBBSは，テー

マがはっきりした電子会議室が多く，電子会議室

の管理者も責任を持ってBBSを運営していたし，

参加していたメンバーも真剣に意見交換し，BBS

上のハンドル名にその人の人格が感じられた。

現在のインターネット上のBSSはアクセス数だ

けを目的にした商用のものが多く，無責任で未成

熟である。そのためもあって，今の若者は深く考

えないで気軽にアクセスし，自分に不都合が起こ

ると簡単にハンドル名を変えたり，メールアドレ

スも変更したりする。また，安全という観点から

先生もそれを勧めたりせざるを得ない状況にある。

7. 光の部分はないのか
ケータイについては影の部分がクローズアップ

されているが，光の部分については教育的な観点

から議論されたり教えたりできていないのではな

いか。光の部分と影の部分は一体化しており，影

の部分があまりにも大きいからといって影を消す

と光もなくなってしまう。

今後ケータイはさらに高機能な携帯端末として

進化するであろうし，ますます生活に必要な道具

になっていく。学校においても授業の道具，先生

と生徒のコミュニケーションの道具としての使用

方法が検討されだしているところもある。

メーカーやWebサイトに今後の開発を任せて

しまうだけでなく，教育の道具として先生の立場
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で積極的に「あってほしい姿」を提案する必要があ

ると考える。新しい文化は勝手にできるものでな

く，人間が作り出すものである。

8. 学校教育の役割
残念ながらネット社会では「おとな」も「こども」

も未成熟である。ネット社会での未成熟な経験し

か持たない若者に対して，インターネット社会で

の生き方や問題点を考えさせていく機会は，現時

点では家庭教育では無理であり，学校教育でしか

出来ないと思われる。しかし，私も含め先生方の

力量は不安である。でも，逃げ出さずに教育しな

くてはならないと考える。学校教育が果たすべき

役割は，進展し続ける高度情報社会の現実をしっ

かりと見つめ，是々非々も含め，それに応じた教

育を展開することにある。

しかしながら，ともすると学校は実存する社会

とは別の社会であると考え，学校に都合が悪いも

の，手に負えないものは排除してしまう傾向があ

る。例えば，ケータイを学校に持ってくることを

禁止している学校が多い。学校では使うことはだ

めであるが，学校以外では使ってよいという意味

に解釈できる。持ってくることを禁止してしまう

と，学校としてその使い方を教育することが出来

ない。それだけでなく，ケータイを便利な道具と

して認めていないことにもなる。ケータイを教育

で利用することで先生との情報のやり取りができ，

仲間同士以外の相手とのコミュニケーションのマ

ナーや新しい使い方を体験できるかもしれない。

また，教育用のメールアドレスを与えていない

学校も多い。情報教育ではメールやBBSの使い

方について問題点を指摘したりするだけでなく，

実際に使ってみて，効果的な使い方や，相手を

思いやる文の書き方など，実体験を通して教え

ることが大切であるが，それが実現できないで，

説明だけの教育に終わってしまっている。私は，

e-Learningで遠隔地の高等学校の生徒とコミュニ

ケーションをしているが，生徒たちは私を意識し

緊張して文を書いているようであるし，精一杯の

メッセージを送ってくれる。

若者がよく使っているBBSは，最初は「ままご

と」の場合が多い。どんなものか知るには，実際

に試してみるしかなく，そのためのスレッドや投

稿が多い。実際に試み，失敗を繰り返しながらし

か，BBSの世界を知ることが出来ないのは危険が

多すぎる。見知らぬ人とコミュニケーションがで

きることは大きな喜びであるが，そこに到達する

までに大きく傷ついてしまう可能性がある。これ

も，学校教育の場で積極的にイントラや学校間で

の交流の体験を深めることができるシステムを提

供して，「ままごと」の機会を与えることで，ある

程度安心してネット社会に出て行くことが出来る

若者を育成できるであろう。

情報教育では，コンピュータやネットワークの

技術的な仕組みもしっかりと教えてほしい。削除

したファイルが復元可能であったり，常にバック

アップがとられていたりすることも教えてほし

い。一度ネットワークに発信した情報は，仮に自

分で削除しても，完全になくなるとは限らないの

に，自分の目に見えなくなると実体もなくなって

しまうと誤解している若者がほとんどである。携

帯電話がつながる仕組み，自分の居場所が常に監

視されていること，コミュニケーションの途中に

はコンピュータが介在し，匿名社会であっても

様々な記録は保持されており，プロバイダーの協

力があれば，明らかになることなど，仕組みをし

っかりと教える必要がある。仕組みを教えていな

いがゆえに，インターネット社会は何をしてもバ

レナイ社会であると思ってしまっている若者が多

いのではないだろうか。

学校教育において，情報コミュニケーション力

の育成は急務であり，教科情報だけに任せるので

はなく，学校全体で真剣に向き合ってほしい。
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